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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部の最先端部分を構成する先端部本体の先端面に少なくとも観察窓と照明窓と処置具
突出口とが配置されて、生体から自家蛍光を励起させるためのレーザ光が上記照明窓から
放射されるようにした自家蛍光観察内視鏡の先端部において、
　上記先端部本体の少なくとも外面に露出する部分全体を電気絶縁材により形成すると共
に、上記先端部本体の先端面の上記処置具突出口の縁部を除く全面に金属メッキを施した
ことを特徴とする自家蛍光観察内視鏡の先端部。
【請求項２】
挿入部の最先端部分を構成する先端部本体の先端面に少なくとも観察窓と照明窓と処置具
突出口とが配置されて、生体から自家蛍光を励起させるためのレーザ光が上記照明窓から
放射されるようにした自家蛍光観察内視鏡の先端部において、
　上記先端部本体の少なくとも外面に露出する部分全体を金属材により形成すると共に、
上記処置具突出口の内周面部分を電気絶縁材からなる筒状体により形成したことを特徴と
する自家蛍光観察内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は自家蛍光観察内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　自家蛍光観察内視鏡の先端部においては一般に、可視光より短波長の青から紫外域のレ
ーザ光を励起光として照明窓から生体に放射し、それによって生体から放射される自家蛍
光を観察窓を通して観察するようになっている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　そして、そのような内視鏡の最先端部分を構成する先端部本体は、処置具突出口から高
周波処置具を突き出して使用することがある場合を考慮して、少なくとも外面に露出する
部分が全て電気絶縁性のプラスチック材によって形成されていた（例えば、特許文献２）
。
【特許文献１】特開平６－５４７９２
【特許文献２】特開昭６２－２７９３１２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述のように先端部本体の外面に露出する部分が全てプラスチック材で形成さ
れていると、照明窓から放射された後さらに生体で戻り方向に反射された励起光が先端部
本体に当たることにより、先端部本体から蛍光が発っせられてその蛍光が生体からの自家
蛍光と混在する状態になり、自家蛍光観察に支障が生じる場合がある。
【０００５】
　そこで、例えば先端部本体を全て金属材によって形成すればそのような不都合は発生し
なくなるが、高周波処置具を使用する場合に、高周波電流が処置具から導電性の先端部本
体に伝わってしまうので電気安全上好ましくない。
【０００６】
　そこで本発明は、自家蛍光観察の際に励起光が生体から反射されて先端部本体に当たっ
ても、先端部本体からの蛍光発生が抑制されて生体から励起される自家蛍光のみを観察し
て適正な診断を行うことができ、しかも高周波処置を安全に行うことができる自家蛍光観
察内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の自家蛍光観察内視鏡の先端部は、挿入部の最先端
部分を構成する先端部本体の先端面に少なくとも観察窓と照明窓と処置具突出口とが配置
されて、生体から自家蛍光を励起させるためのレーザ光が照明窓から放射されるようにし
た自家蛍光観察内視鏡の先端部において、先端部本体の少なくとも外面に露出する部分全
体を電気絶縁材により形成すると共に、先端部本体の先端面の処置具突出口の縁部を除く
全面に金属メッキを施し、或いは、先端部本体の少なくとも外面に露出する部分全体を金
属材により形成すると共に、処置具突出口の内周面部分を電気絶縁材からなる筒状体によ
り形成したものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、先端部本体の先端面が金属面なので、自家蛍光観察の際に励起光が生
体から反射されて先端部本体の先端面に当たっても、先端部本体からの蛍光発生が抑制さ
れて生体から励起される自家蛍光のみを観察して適正な診断を行うことができ、しかも処
置具突出口の縁部は電気絶縁されていて高周波処置具が先端部本体の金属面と導通しない
ので、高周波処置を安全に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　先端部本体の少なくとも外面に露出する部分全体を電気絶縁材により形成すると共に、
先端部本体の先端面の処置具突出口の縁部を除く全面に金属メッキを施す。
【実施例】
【００１０】
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　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３は、自家蛍光観察内視鏡装置の全体構成を示しており、体内に挿入される挿入部１
０の先端に連結された先端部本体１の先端面に、観察窓２、照明窓３及び処置具突出口４
等が配置されて、挿入部１０の基端に連結された操作部１１からは、光源付プロセッサ２
０に対して着脱自在なコネクタ１２が延出している。
【００１１】
　観察窓２の内側には対物光学系５が配置されていて、その対物光学系５による被写体の
投影位置に固体撮像素子６の撮像面が配置され、固体撮像素子６で撮像された観察像の撮
像信号等を伝送するための信号ケーブル７が、挿入部１０内からコネクタ１２まで引き通
されている。
【００１２】
　また、照明窓３内に射出端部が配置されたライトガイドファイババンドル８も、信号ケ
ーブル７と共に挿入部１０内からコネクタ１２まで引き通され、処置具突出口４に連通接
続された処置具挿通チャンネル９は、挿入部１０内に挿通配置されて、処置具挿入口１９
が挿入部１０と操作部１１との連結部付近に配置されている。
【００１３】
　光源付プロセッサ２０には、通常の観察光を発光するランプ光源２１と、例えば青色レ
ーザのように生体から自家蛍光を励起させる特性を有するレーザ光を放射する青色レーザ
光源２２とが内蔵されていて、光シャッタ２３によってランプ光源２１と青色レーザ光源
２２からのどちらか一方の光だけを選択してライトガイドファイババンドル８に入射させ
ることができる。
【００１４】
　また、信号ケーブル７によって伝送されてきた撮像信号を一旦デジタル信号に変換して
信号処理してから、再びアナログ信号に戻してビデオ信号を出力するアナログデジタル変
換器２４、デジタル信号処理回路２５及びデジタルアナログ変換器２６等が内蔵されると
共に、光源付プロセッサ２０内の全体的な動作制御を行うためのシステムコントロール回
路２７等が内蔵されている。
【００１５】
　図１は、挿入部１０の最先端部分を構成する先端部本体１を示しており、先端部本体１
の先端面１ａの半部に観察窓２を挟んで二つの照明窓３が配置され、残りの半部に処置具
突出口４が配置されている。なお、その他に送気送水ノズル等が配置されていてもよい。
【００１６】
　この実施例の先端部本体１は、例えばノリル樹脂等のような電気絶縁性のプラスチック
材で全体が形成されている。ただし、少なくとも外面に露出する部分全体が電気絶縁性の
プラスチック材で形成されていればよい。
【００１７】
　そして、先端部本体１の先端面１ａには、青色レーザ光線が照射されても蛍光を発する
性質のない例えばクロムメッキ又はニッケルメッキ等のような金属メッキが、処置具突出
口４の縁部を除く全面に施されている。
【００１８】
　このように構成された実施例の自家蛍光観察内視鏡の先端部は、例えば図２に示される
ように、挿入部１０が体内に挿入されて照明窓３から励起光である青色レーザ光線Ａが生
体の粘膜面に放射されると、正常粘膜から自家蛍光Ｂが励起されてその状態が観察窓２を
通して観察される。
【００１９】
　そして、生体の粘膜面に放射された青色レーザ光線Ａの一部が粘膜面で反射されて、そ
の反射光Ｃが先端部本体１の先端面１ａに当たっても、金属メッキが施されている先端部
本体１の先端面１ａからは蛍光が発生しないので、自家蛍光Ｂのみを観察して適正な診断
を行うことができる。
【００２０】
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　また、先端部本体１の先端面１ａの処置具突出口４の縁部には金属メッキが施されてい
ないので、処置具突出口４から高周波処置具を突出させてもそれが金属メッキに触れるこ
とはなく、電気安全性が確保されている。
【００２１】
　図４は、本発明の第２の実施例の先端部本体１を示しており、この実施例の先端部本体
１は全体が例えばステンレス鋼等のような金属材によって形成されている。したがって、
蛍光観察時における作用効果は上述の第１の実施例と同じである。ただし、先端部本体１
の少なくとも外面に露出する部分全体が金属材で形成されていればよい。
【００２２】
　そして、処置具突出口４の軸線を含む断面の断面図である図５にも示されるように、処
置具突出口４の内周面部分が、処置具挿通チャンネル９との境界部まで例えばノリル樹脂
等のような電気絶縁材からなる筒状体１４により形成されて、処置具通過部に金属露出が
全くない構成になっている。
【００２３】
　したがって、処置具突出口４から高周波処置具を突出してもそれが金属製の挿入部１０
に対して電気的に導通せず、電気安全性が確保されている。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施例の自家蛍光観察内視鏡の先端部の斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施例の自家蛍光観察内視鏡の先端部の使用状態の斜視図である
。
【図３】本発明の実施例の自家蛍光観察内視鏡装置の全体構成を示す略示図である。
【図４】本発明の第２の実施例の自家蛍光観察内視鏡の先端部の斜視図である。
【図５】本発明の第２の実施例の自家蛍光観察内視鏡の先端部の処置具突出口の軸線を含
む断面の断面図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　先端部本体
　１ａ　先端面
　２　観察窓
　３　照明窓
　４　処置具突出口
　１４　筒状体
　Ａ　照明窓から放射された励起光
　Ｂ　自家蛍光
　Ｃ　生体の粘膜面で反射された励起光
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